










韓国　伝統美への旅（１９）　河回村（ハフェマウル）１３　儒教

安東（アンドン）・河回村（ハフェマウル）は、儒教の里でもある。

儀と礼を重んじ、竹を割ったように真っ直ぐで、

堅い意思と態度で学問と風流を愉しんだ昔の学者（ソンビ）達。

そんな彼等の生活と精神がそのままの姿で残っている。

多くの偉大な学者がこの地より排出され、

彼等の学問の殿堂であった書院が特にこの地では多く残っている。



書院(ソウォン)とは朝鮮時代の中期に設立された、主に儒学を学ぶ私設の教育機関。

両班（ヤンバン）の子弟のみが入学を許された、今風に言えば大学のような所か。



花川書院(ファチョンソウォン)
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屏山書院(ビョンサンソウォン)
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※基本情報

「安東市」公式HP

「河回村」（ハフェマウル）Wikipedia

「河回仮面劇」（河回ビョルシングッタル）pusannavi



韓国　伝統美への旅（２０）　河回村（ハフェマウル）１４　総括　芙蓉臺（プヨンデ）

芙蓉臺（プヨンデ）

河回村（ハフェマウル）を一望できる高台が洛東江（ナットンガン）の対岸にそびえ立つ。

海抜64ｍの絶壁で、その名の「芙蓉」は蓮花を意味する。



河回村は、風水地理学的に太極形・蓮花浮水形・行舟形に該当し、

古くから吉地として知られており、

洛東江が東方から「Ｓ」字型を成しながら、

村を包み込むように流れ込んでいるため、

その名を「河回」と名付けられた。



また、村の中心の一番高い位置に樹齢六百年を越える、

（前出）「参神堂」（サムシンダン）と呼ばれる御神木・欅の木が在り、

村の家々はこの欅の木を中心に河に向かって配置されている。

そのため、家々の向きが一定ではなく東西南北の各方向を向いている。

実にユニークな特徴となっている。



そんな様子がこの芙蓉臺という名の高台に登り一望すると、実によく解る。

河回村の名の由来、家の向きの特徴等が、なるほど合点がいき、納得させられる。



最後に芙蓉臺から一望する河回村の景色を添えて、

「韓国伝統美への旅・河回村」編の総括としたい。

両班（ヤンバン）文化と庶民文化、そしてそれらを風刺した仮面劇。

垣間見る事ぐらいはできた気はするが、

やはりまだまだ見れていない、撮れていない。

たった1泊、丸1日弱の時間では致し方ない事なんだが・・・



是非もう一度行きたい、４、５泊したい。

雪の河回村。

参神堂で陰暦1月15日にある村の安寧を祈願する村祭り、

その時、その地で、伝統の仮面劇はないものだろうか？





河回村　全景
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左奥には十字架と鐘の塔が位置する。

また、画面中央の瓦屋根、広い敷地が（前出）「北村宅」。
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芙蓉臺が絶壁な崖である事を手振りで説明してくれたタクシーの運転手さん、実に愉快な、良いキャラでご親切でした。
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また、地名の由来「Ｓ」字型の流れを地面に枝で書いて説明してくれた。
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（前出）「北村宅」の敷地から望む芙蓉臺
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集落入り口に建てられている立派な説明看板、「Ｓ」字型の流れがよく解る。

絵の上の方で、川向こうに位置するのが芙蓉臺。
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韓国伝統美への旅（２９）「昌徳宮の月灯り紀行」（４）煕政堂

今回の韓国伝統美への旅、その目玉は、

韓国観光公社企画「昌徳宮の月灯り紀行」。



千載一遇、非常に価値の高い、かつ希少な企画。

なんと、「昌徳宮」（チャンドックン）を満月の下観覧し、

尚かつ、最高のロケーションの中で伝統音楽も鑑賞しよう、

という非常に贅沢な企画。

全くもって実際、期待を裏切らない中身の濃い内容でした。



「煕政堂」(ヒジョンダン)



さてこの建物、もともと王のプライベートな場、寝殿として建てられた。

後に、寝殿というよりリラックスした業務空間として主に使われた。

建物の名も「〜殿」ではなく、その下の序列に当たる「〜堂」である。



そんな寝殿が深紅に染まり、

その上方に見事な満月が灯っていた。





『月下の煕政堂』
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撮影データ：2010.11.21 20:22、月齢14.9、三脚使用

Nikon D7000, Nikkor18-200mmVR, f8.0, SS:4s, ISO400, WB:DayLight






韓国伝統美への旅（３０）「昌徳宮の月灯り紀行」（５）敦化門

今回の韓国伝統美への旅、その目玉は、

韓国観光公社企画「昌徳宮の月灯り紀行」。



千載一遇、非常に価値の高い、かつ希少な企画。

なんと、「昌徳宮」（チャンドックン）を満月の下観覧し、

尚かつ、最高のロケーションの中で伝統音楽も鑑賞しよう、

という非常に贅沢な企画。

全くもって実際、期待を裏切らない中身の濃い内容でした。



「敦化門」（トンファムン）



さて、この門、太宗12年（1412年）昌徳宮の正門として創建された。

木造の二層門として最古のものとなる。

非常に大きく立派なもので、

この門をくぐると、今の喧噪を逃れる別世界への入り口、

そんな予感が湧いてくる。



朝鮮時代には２階の望楼に鐘と太鼓があって、

時を知らせていたとの事。残念ながら、今は残っていない。

ただ、今も変わらず望楼の傍らにあるのは、大きな満月だった。





『敦化門の満月』
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撮影データ：2010.11.21 18:31、月齢14.9、三脚使用

Nikon D7000, Nikkor18-200mmVR, f8.0, SS:1/8s, ISO400, WB:DayLight







まだ仰角が浅い満月は、望楼のすぐ傍に在り、

その色は気象条件により赤く焼けていた。
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韓国伝統美への旅（３１）「昌徳宮の月灯り紀行」（６）仁政殿

（前回から続く）





「仁政殿」（インジョンジョン）



そもそも、「昌徳宮」という空間は1405年、

正宮である景福宮の離宮として建造された宮殿である。

ところが、文禄・慶長の役(韓国では壬辰倭乱という)ですべての宮殿が焼失した為、

1615年に第15代王光海君(クァンヘグン)が「昌徳宮」を再建し、

正宮である「景福宮」が再建されるまでの約270年もの間、

正宮として政務を執り行う役割を果たすこととなった。

従って、朝鮮の宮殿の中で王が最も永く住んだ王宮、ということになる。



そして、この建物が「昌徳宮」の正殿で、

当然の事ながら最も大きく、且つ威厳の在る建物、ということになる。

この空間で王の即位式や、臣下の朝礼式、外国使節の接見など、

国の重要行事が執り行われた。





今、そんな空間の中に我が身を置いている時、

光がほのかに投影する石碑と石畳の一つ々に歴史の重みを感じる。

武官や文官が左右に別れ、それぞれ並ぶ位置が厳格に定められる石碑が並ぶ。

「正九品」を最下座に、建物に向かって上座が並んでいく。

この格順を狙って日々、幾度とない立身出世と政権闘争が、

そして権力の二重構造が繰り返されてきた事だろう。



島国である日本人の感覚からすると、

「王」と「家臣」との熾烈な対立構造に違和感さえも感じてしまう。

主観からすると、「王」という求心力よりむしろ、

そこには「家系」という、「村社会」的なものを感じてしまう。

いずれにしろ、そんな歴史が最も永く繰り返された空間である。











『想い渦巻く仁政殿』
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撮影データ：2010.11.21 20:16、月齢14.9、三脚使用、スローシンクロ

Nikon D7000, Nikkor18-200mmVR, f8.0, SS:1.5s, Strobe, ISO400, WB:DayLight
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韓国　伝統美への旅（１８）　河回村（ハフェマウル）１２　教会と田園

韓国では教会を至る所で見かける。

しかも都心部だけではない。

現に、ソウルからこの安東市までの列車の旅でも数多く見かけた。

駅の周辺には必ず教会があり、しかも複数見かけた。



調べてみると、韓国の宗教人口は全体の約53％でその最大勢力がキリスト教で約30％、

次いで仏教が約23％、儒教は0.2％となっている。

（参照Wikipedia「韓国のキリスト教」）

国民全体に占めるキリスト教信者の割合では、

フィリピンに次ぐアジア第2のキリスト教国になるとのこと。

最大勢力とは知らなかった。

かなり持っていたイメージとは違う。

よく見かけて当然の筈だ。

都心部に近くなり人口も多くなってくると、

車窓からは１分ごとに見かける程になる。



そして、ここ河回村にも教会がしっかりと在った。

教会堂もここではやはり韓屋（ハノク）風。

よく実った田んぼに囲まれ、十字架と鐘が高くそびえていた。

村のどこからもその十字の塔は目に入り、

夜はライトが灯っていた。
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※基本情報

「安東市」公式HP

「河回村」（ハフェマウル）Wikipedia

「河回仮面劇」（河回ビョルシングッタル）pusannavi


韓国伝統美への旅（２７）「昌徳宮の月灯り紀行」（２）愛蓮亭

唐津くんちのアップもとりあえずは一段落しましたので、

予告してました通り、約１年ぶりの韓国訪問のご報告に入りましょう。

なんとか年内にはアップを完了させる予定です。





さてさて、

前回・去年の「韓国伝統美への旅」の目玉は「河回村」（ハフェマウル）でした。

その後ここは、今年7月31日、ユネスコによって慶州市の良洞村とともに、

世界文化遺産に登録されております。

ここもう一度訪れたい。

まだまだ消化不良なんです。



で、今回の「韓国伝統美への旅」の目玉は、

韓国観光公社企画の「昌徳宮の月灯り紀行」。



千載一遇、非常に価値の高い、かつ希少な企画。

なんと、「昌徳宮」（チャンドックン）を満月の下観覧し、

尚かつ、最高のロケーションの中で伝統音楽も鑑賞しよう、

という非常に贅沢な企画。



全くもって実際、期待を裏切らない中身の濃い内容でした。

このあたりからご報告に入っていくとしましょう。





「昌徳宮」は敷地の奥の方に、

「後苑」(フウォン)とか、「秘苑」(ピウォン)とも呼ばれる宮殿の裏庭がある。

そこは300年を超える巨木や池、東屋などが自然と調和を成した空間で、非常に広い。

全体の敷地の約６割程を占めている。

その昔時には虎や豹が現れた程の森の深さだとか。

そんなところが歴代の王達に愛され、

王室家族の唯一の休息とリフレッシュの場だったのだろうと、

容易に推察できる。



そんな中の一つに、「愛蓮池」（エリョンジ）が在り、

その端に建つのが「愛蓮亭」（エリョンジョン）。



蓮の花は王の徳の象徴とのこと。

第19代国王・肅宗（スクチョン）曰く、

「私が蓮の花を愛するのは汚いところにあっても、

清くて美しい強さを秘めながら、

世俗に染まらない君子の姿と似ているからだ」



いくらかでもそのあたりを表現できているだろうか。

満月の下、ほの白い光を放つ「愛蓮亭」







『晩秋・月明の愛蓮池』
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撮影データ：2010.11.21 21:07、月齢14.9、三脚使用

Nikon D90, SIGMA12-24mm, f8.0, SS:20s, ISO400, WB:DayLight



基本情報：昌徳宮












韓国伝統美への旅（４０）農楽（５）スライドショー

韓国伝統音楽「農楽」の魅力は「音」「リズム」

実に「パワフル」で「ソウルフル」



そしてこの音、リズムはもう私の耳にとりついて離れない。

それもその筈、スライドショーの編集で何十回とも聞いたので・・・



そして、首、というか肩が異常にこっているのに気がついた。

なるほど、編集作業中に知らず知らず、というより力を入れて、

無意識に首から上でリズムをとりながらやっていたのだ。

机上の作業なのに、暖房もいれていないのに、時には汗をかいていたりもした。

自然と身体が動いてしまう、心底からほとばしる「躍動」、そんな実感だ。



そんな苦労（？）をしながら制作したスライドショー。

これをアップし、韓国伝統音楽「農楽」のひとまずは一区切りとしたい。





＝韓国伝統音楽「農楽」＝

「農楽は朝鮮に古くから伝わる伝統芸能、今尚脈々と受け継がれ愛され続けている。」

「リズミカルな音と、躍動的な舞に、心躍りながらシャッターを切り続けた！」


韓国伝統美への旅（２８）「昌徳宮の月灯り紀行」（３）上凉殿

3ヶ月以上も前から予約を入れていた、

今回の韓国観光公社企画「昌徳宮の月灯り紀行」。



千載一遇、非常に価値の高い、かつ希少な企画。

なんと、「昌徳宮」（チャンドックン）を満月の下観覧し、

尚かつ、最高のロケーションの中で伝統音楽も鑑賞しよう、

という非常に贅沢な企画。



全くもって実際、期待を裏切らない中身の濃い内容でした。





「楽善齋」(ナクソンジェ)と「上凉殿」(サンリャンゾン)



さて、伝説が宿るとされる「楽善齋」(ナクソンジェ)。

ロマンと悲劇と郷愁の人生を生きてきた王家の人達が余生を過ごした所。



しかも、つい最近まで人が住んでいた、

最後の「人の営み」として使われていた所。

朝鮮王朝最後の皇太子である垠殿下に嫁いだ、

悲劇の人「李方子」（＝皇族・梨本宮容子）がその一人。

朝鮮と日本の狭間において、翻弄され続けた女性達の最後の居場所。



李方子皇太子妃は、第二の故郷の障害者のため職業教育に力を注ぎ、

87歳、1989年（平成元年）ここで逝去した。



そんな敷地の裏手の方、

階段を上った所にひっそりと在る東屋が「上凉殿」(サンリャンゾン)。



まさに「悲劇の人」、想い悩む満月の夜も多々あった事だろう。

いくらかでも表現できているだろうか。













『満月の揺らめく上凉殿』
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撮影データ：2010.11.21 20:39、月齢14.9、一脚使用、スローシンクロ

Nikon D90, SIGMA12-24mm, f6.7, SS:0.7s, Strobe, ISO1600, WB:DayLight

スローシンクロとブレが期待した効果を出してくれた。





ほぼ予想していたような時間帯と方位角の月は、

正しく見事な「満月」で、赤く焼けた月だった。

出没時刻からすると、

入門開始時間帯は程良い仰角となりそう、

と心躍る待機時間だった。



そんな訳で、今回の大きなテーマの一つが「満月の下〜」だから、

今回の作品群としては、「満月」を若干大きく表現している。

同じ所の満月を、同じぐらいの時間帯で、方位で、仰角で、

二重露光、あるいは合成の手法で大きく捉えて仕上げている。

（二重露光：ワンカットに２回シャッターを切り露光させる手法）







